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大雪山上部に分布する植物群落の植生地理学的位置づけ

沖津 進1)

Phytogeography of the Vegetation oI Mt. Taisetsu,

Central Hokkaido, Northem Japan

susumu OKITSU
1 )

Abstract : phytogeographical relationship of the vegetation of the upper part of Mt･Taisetsu,

central Hokkaido, northern Japan, to the vegetation of the northern boreal subzone (Tuhkanen,

1984) of the Far East Russia was discussed. Three major vegetation types occur on the upper part

of Mt･ Taisetsu : Betula elmanll forest, PInuspuml'1a scrub, and wind exposed dwarf shrubs dominated

by EmpetTUm nlgmm, Lol'seleuna pTOCumbens, Arctel･Ica nana, etc･ Those three types actually co-

exist within the potentially Betula eTmanli'forest zone, although they are located vertically from

lower to upper part of the mountain in this order in appearance･ They all
have their corresponding

horizontal homologywithin the northern boreal subzone of the Russian Far East, but in different

continental-oceanic sectors (CI OC 01 02 sector丘･om continental to oceanic ones : Tuhkanen,

1984). The B. elmanl'1'forest corresponds to the B. elmanl'1'forest in the Kamchatka peninsula of

01 sector, the P･ puml'1a schib to the Lan'x gmell'nli'-P puml'1a forest in the Kolyma and Koryak

Hills of Cl and OC sector, and the wind exposed dwarf shrubs to the treeless heaths in the Kurile

lslands of 02 sector･ The apparent vertical arrangement of those three types
in Mt･Taisetsu is

inconsistentwith the horizontal arrangement of the vegetation in the Russian Far East･ The strong

wind and heavy snow fall in winter in Mt･Taisetsu promote such inconsistency of vegetation

arrangement of the mountain with the horizontal sector distribution in the northern boreal subzone

of the Russian Far East.

はじめに

北海道の中央部にそびえる大雪山上部にはダケカンバBetula elmanll林やハイマツPl'nus

puml'1a群落が分布し,それらのあいだに壊性低木群落や雪田植生がモザイク状に入り込ん

で,日本でも有数の高山植生景観となっている｡大雪山は日本列島では最も北に位置する

高山なので,その植物群落も北方植生,特に,極東ロシア北部の植物群落との強いつなが

りが予想される｡大雪山の植物群落について相観や組成における北方植生との類縁関係を

議論したり,その生い立ちを考察する場合,そうしたっながりに関する,植生地理学的な
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立場からの具体的な検討は重要である｡

北海道の植物と北方植物とのつながりに関しては,植物相の類似性がおもに検討されて

きた｡ふるく西田(1918-1919)は夕張山脈の植物分布を明らかにした後,北海道中部高山

の植物と,樺太,千島,本州の高山植物との地理分布の共通性を整理した｡そして,樺太

との共通性が最も強いものの,北海道と千島との植物相は密接な関連があることをいち早

く具体的に示したo Kudo (1925)は北海道全体の植物相と近隣地域のものとの類縁関係を

検討した｡北海道は,本州のみならず,四国,九州,朝鮮,中国,満州,沿海州とも植物

相の関係が深く, Englerの日華植物区系を構成することを明らかにすると共に,北方のシ

ベリアとの共通種が32.66%に達することを指摘した. Hult6n (1933)は北海道,千島列島,

カムチャツカ半島相互の植物相的つながりを検討し,南千島はいまだ北海道の植物との関

連が深く,ケトイ島とウシシル島との間が日本とカムチャッカとの植物相の境界をなす重

要な分布線であることを主張した｡その後,北海道の高山植物と北方植物との植物相の共

通性に関する解析は舘脇によって精力的に展開された(1938,1967,1974など)｡彼のまとめ

的な報告(Tatewaki, 1974)によると,北海道の高山植物268種のうち,北方との繋がりが

深い周極要素は41種,北太平洋要素は125種を数える｡以上のように,植物相の研究は個々

の植物の分布型を整理することによって展開された｡そうした方法はKawano (1971)や渡

逮(1971),佐藤(1993)に引き継がれ,周極要素や北太平洋要素などの北方の分布型を示

す植物が多く,亜寒帯,寒帯との結びつきが強く認められる(Kawano, 1971),などの重

要な成果を得ている｡

一方,北海道の植物群落を対象として極東ロシア北部の植物群落との植生地理学的な関

係を検討した研究は,植物相と比べるとそれほど多くはない｡しかし,後述するように,

ダケカンバ林(渡連, 1967 ;Watanabe, 1979 ;沖津, 1987a ;小島, 1994),ハイマツ群落

(沖津, 1985,1987b),風衝填性低木群落(沖津, 1999)などに関しての論考がある｡本報

では,それらの論考を整理して,大雪山上部の植物群落が,極東ロシア北部の植生と照ら

し合わた場合,植生地理学的にはどのように位置づけられるかを展望しよう｡

大雪山上部の植物群落

大雪山上部では,垂直分布からみるとダケカンバ林帯の上部にハイマツ帯が位置する｡

標高1300mから1600mまではダケカンバ林が全面積の60-95%を占めて,ダケカンバ林帯を

形成しているが,ダケカンバ林は1600mを境に急減し,逆に,ハイマツ群落の面積割合が

増加する(沖津, 1987b)｡大雪山ではダケカンバ林の平均的森林限界高度は1600mで,そ

れ以上がハイマツ帯となる｡

ハイマツ帯に分布する植物群落は,ハイマツ群落,風衝填性低木群落,雪田植物群落に

大別できる(沖津, 1987b)｡なかではハイマツ群落が最も優占し,風衝地や風下側の雪の

吹き溜まり地以外を広く覆う｡風衝矯性低木群落は,風上側風衝斜面の,ハイマツ群落が

もはや完全には立地をおおえない場所に見られる植生で,ハイマツ群落とモザイク状の植

生景観を構成するoキバナシヤクナゲRhododendTOn auTeum,コケモモVaccl'nl'um vl'tl's-1'daea,

ガンコウランEmpetmmnlimm,ウラシマツツジATCtOuSalplnusなどの倭性低木種が量的に

多い(沖津, 1987b)o 雪田植物群落はナガバキタアザミSausswean'eden',チシマキンバイ
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ソウTTOlll'usn'eden'anusなどの大型草本やェゾノツガザクラmyllodoce caen)1ea,アオノツ

ガザクラmyllodocealeutl'caなどの湿潤性壊性低木が主体の群落で,風下側斜面の,雪が吹

き溜まる立地に成立する｡この植物群落は積雪分布と密接に係わりを持つ,一種の地形的

群落といえる｡そのため,本報では取り扱わない｡

以上のように,大雪山上部ではダケカンバ林,ハイマツ群落,風衝壊性低木群落の3タ

イプが主要な植物群落といえる｡垂直的には,ダケカンバ林-ハイマツ群落一風衝棲性低

木群落の配列となっている｡極東ロシア北部の植生のなかで,これらが植生地理学的にど

のように位置づけられるかを検討する場合,この3タイプが垂直分布の上で実際に成帯的

なものか否かをまず吟味しておく必要がある｡成帯的に分布している場合,極東ロシア北

部の植生と比較する時に,水平分布での南北傾度が重要となろう｡いっぽう,垂直的な配

列は見かけだけで,潜在的にはほぼ同一の植生帯内に混在している場合,成帯的な分布と

は言えないので,水平分布において南北傾度の上ではほぼ同一の領域内での違いを検討す

る必要がある｡

以上のことを明確にするために,大雪山におけるこれら3タイプの分布を見てみよう｡

ダケカンバ林は見かけ上はハイマツ群落の垂直的下方に位置するが,実際には,標高1900

mまではわずかではあるが分布している(沖津, 1987b)｡大雪山では条件さえ整えば,樵

高1900mまではダケカンバ林が分布可能であるといえる｡標高1600m-1900mのあいだは,

潜在的なダケカンバ林帯とみてよい｡ハイマツ群落はこの間で約50%の面積割合を占めて

最も広く発達している｡大雪山のハイマツ帯は,ダケカンバ林帯成立可能領域の中にあっ

て,温度条件以外の要因によってダケカンバが下方に押し下げられて生じた空白部を埋め

ていることがわかる(沖津, 1987b)｡したがって,大雪山上部では,潜在的なダケカンバ

林帯内部で,ダケカンバ林,ハイマツ群落,風衝矯性低木群落が混在していると言える｡

これら3タイプは垂直分布の上で成帯的な関係にはないことがわかる｡したがって,これ

ら3タイプの植生地理学的位置づけを検討する場合,極東ロシア北部の中で,南北傾度で

はほぼ同一の水平分布領域内で,より細かな違いを検討する必要がある｡以下に,極東ロ

シア北部での水平分布を整理する｡

ユーラシア大陸北東部の気候地域区分と優占群落の変化

Table lにユーラシア大陸北東部の気候地域区分と優占群落をまとめた｡ここではn｡rtbern

borealサブゾーン(Tuhkanen, 1984)を取り上げたoこのサブゾーンの北限はbiotempeature

(Holdridge, 1959 :月平均気温0℃から30℃までの月の平均気温を積算し, 12で割ったも

の｡生物の活性にとって意味のある気温は0℃から30℃の間にあり,それ以下でもそれ以

上でも活性を失うという考えに基づく｡) 3.25で決められる(Tuhkanen, 1984)｡このサブ

ゾーンを取り上げたのは,大雪山上部の植物群落との植生地理学的関係を検討する場合,

これがもっとも密接な位置にあるためである(沖津, 1999)｡すなわち, nortbernb｡realサ
ブゾーンの北方にはsubarctictundraサブゾーン(Akksandrova, 1980)が分布するが,これ

は亜寒帯とはいっても寒帯(arctic zone)に属し,その最も南に位置する(Akksandrova,

1980)｡高木性樹種(Lan'x, Pl'cea)を欠く代わりに極地性の棲性カバノキ類(Betula nana,

B･ exl'11'sなど)が優占することでnorthernborealサブゾーンとは区別されるoこのサブゾ-



106

ンでは,冷涼な気候を反

映して,高木性樹種のみ

ならず,ハイマツやミヤ

マハンノキAlnus sl'nuata

のような現存量が大き

い低木群落を形成する

樹種も現れない｡した

がって,こうした植生状

況は大雪山には該当し

ない(沖津, 1999)a

Nortbern borealサブ

ゾーンは,さらに,大陸

中央部から東端のベー

リング海,オホーツク海

沿岸地域にかけて,気候

の大陸度一海洋度の違

いに応じて6つのセク

ター(C3-02:Tuhkanen,

1984)が区分される｡各

沖津 進

Table. 1. The sectors and their dominants of the northern
boreal subzone

of the northern Eurasia
(Tuhkanen, 1984). The sector changes from

thecontinental (c3, C2, Cl) totheoceanic (oc, 01, 02) according
to the changes of the position in the continent, from the cental continental

reglOn tO the eastern coastal reglOn･

Sector* Maj or area Dominants

C3 Basin of theLena River

C2 Basin of the Kolyma River

CI Kolyma Hills

OC Koryak Hills

0 1 Kamchatka Peninsula

02 Kurile Islands

LaI')'x gmell'nli'

LEI.jx gmell'nll

LaIIIx gmelln)'1'

Pl'nus puml'1a

LaIIIx gmell'nl'I

PInus pumlla

Betula elmanll

Pl'nus puml'1a

A]nus sl'nuata

treeless heaths

Pl'nus puml'1a

Alnus sl'nuata

* : The boundaries of the sectors are based on the continentality index

(conrad, 1946) (Tuhkanen, 1984) = C3, more than80 ; C2,80165 ;

Cl,65-50 ; OC, 50-35 ;
01,35-20

;
02,20-10.

セクターの境界はconti-

nentality index (Conrad, 1946 ‥最暖月と最寒月の気温差｡ただし,高緯度地方ほど一般に

気温差が大きい,つまり,夏は気温の緯度差が小さく,冬は気温の緯度差が大きいので,

気温差をsin (緯度+loo)で割ることによってその影響を補正し,さらに,値が0から100

の間に収まるようにそれぞれの係数を調整する｡この値が大きいほど大陸度が高く,逆に

小さいほど海洋度が高い｡)に基づく(Tuhkanen, 1984)｡大陸度が高いセクターは気温の

年較差が大きく,夏期は高温になる｡大陸度が低いセクターは気温の年較差が小さく,夏

期は冷涼である｡ Northern borealサブゾーンでの各セクターの優占種はTuhkanen (1984)

の記述に基づいた｡

Table. 1からわかるように, nortbernborealサブゾーンでは,大陸中央部から沿岸地域

にかけて,優占種が変化する｡大陸度の高いレナ川流域(c3セクター)やコリマ川流域(C2

セクター)ではグイマツLankgmell'nllのみが優占種となるが,大陸度が弱まるコリマ丘陵

(clセクター)やコリヤーク丘陵(ocセクター)ではそれにハイマツが加わるようになる｡

海洋度が高くなるカムチャッカ半島(o1セクター)ではダケカンバが優占し,ハイマツや

ミヤマハンノキが加わる｡最も海洋度の高い千島列島(o2セクター)になると高木性樹木

は分布しなくなり,その代わりにtreelessheaths (木本群落ではあるが,高木性樹木や大型

低木ではなく,壊性低木種が主体の群落)が卓越し,ハイマツやミヤマハンノキもみられ

る｡千島列島の場合にはガンコウランが主体である(Tatewaki, 1957)｡このように, northern

borealサブゾーンでは,大陸度一海洋度の違いが優占種の分布に明瞭に反映する｡
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大雪山上部の植物群落の生態地理

1.ダケカンバ林

ダケカンバ林は大雪山上部だけではなく,日高山脈,釧路海岸,南千島,カムチャツカ

半島にかけておおむね連続的に分布する(渡連, 1967 ;Watanabe, 1979)｡渡連は,カム

チャツカ半島から千島列島,北海道-と続くこれらのダケカンバ林を亜寒帯落葉広葉樹林

帯(subarctic summergreen fわrest
zone)として,独立した一つの植生帯を構成すると見なし

ている｡同様のカバノキ林帯は,冷涼で風が強く,通年多湿な海洋性気候下で発達し,そ

れらは互いに生態的に相同である(H豆met-A加i andAhti, 1969)｡このようなカバノキ林帯

が顕著に発達するのはスカンジナヴィア地方と北東アジアである｡以下に,北海道とカム

チャツカ半島のダケカンバ林の類似性を,森林構造と組成の面から裏付けてみよう｡

カムチャツカ半島から北海道にかけての山岳で森林限界を形成するダケカンバ林は,量

的構成,更新,組成構造の共通性が高い(沖津】 1987a, 1997)｡半島中部ダリナヤープロ

スカヤ山(標高4050m)西斜面の森林限界付近(標高960m)に成立するダケカンバ林を調

査した結果(沖津, 1997),最大樹高15m,最大胸高直径48cmであった｡胸高断面積合計は

17ha/m2,樹冠面積合計は0.8ha/haと,比較的疎な林分といえる｡胸高直径分布は逆J型

を示し,後継樹が豊富で更新は継続している｡これは,比較的樹冠面積が小さく,林床に

もある程度光が当たることによるものであろう｡老齢個体は推定樹齢500年に達し,ひとた

び成立すれば長期間にわたって林内にとどまる｡このダケカンバ林は,陽樹にもかかわら

ず,長期間にわたって安定して維持,更新している｡こうした森林構造は大雪山の森林限

界付近のダケカンバ林とほぼ等しい(沖津, 1987a)｡また,カムチャツカ半島中･南部の

ダケカンバ林も,林内に後継樹を有して極相林となっている(小島】 1994)｡

組成的には構成植物の

多くが北日本のものとの

共通種である(Table.2)0

半島中･南部4ヶ所(ペ

トロパブロフスクーカム

チャツキー周辺,その西

方60km付近のイェリゾ

ヴォ付近,太平洋水系か

ら内陸水系?の分水嶺に

あたるビストラ-ヤ川源

流域,内陸部のコズィレ

フスク周辺)のダケカン

バ林構成植物55種のうち

48種, 87%が北日本との

共通種であった(小島,

Table･ 2･ Number of total species and that of the species common to

KoarihceL:tk'aap(apnet?:,tahve.
0:seiTLaamecTaat芸f?r2e7S6sm宝a7?.?t,railiaznodv.so(u3t≡Brmnin

alt.),
headwater area of the Bistraya River (620m in alt.),Koz.irevsk

(770min
alt.)

= Kojima, 1994) , andthatofthe closedforestlimit (960m
in
alt･)of Mt･ Dal･nyaya ploskaya〕 central Kamchatka (unpublished

data compiled丘･om Okitsu (1997) ).

Area Central and Mt･ Dal-nyaya

southern Kamchatka Ploskaya

Number of total species

Number of the species

common to northern Japan

F.attlSt
a?
fspc器oて%sヲeci

e s

1994;Table. 2)｡ダリナヤープロスカヤ山の森林限界付近のダケ

カンバ林構成種35種では27種, 77%が北日本との共通種であった(沖津, 1997;Table. 2)0

ダケカンバ以外のおもな共通種はタカネナナカマドSoFbussambucl'foll'a,クロミノウグイス

カグラLonl'cera edull's,イワノガリヤスCalamagTOStl･s langusdorfl･1･,ヤナギランEpI[obl･um
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angust1'foll'um,マイズルソウMa)'anthemum dl'1atatum,チシマフウロGeranl'um en'anthum,ツ

マトリソウTrl'entall'seuropea,などである(小島, 1994)o したがって,組成的にみても,

80%前後の種を共有していることから,大雪山のダケカンバ林とカムチャッカ半島のダケ

カンバ林は極めて近縁で,植生地理学的には互いに相同の関係にあるといえる｡

極東ロシア北部ではダケカンバ林は海洋度が高い01セクター(カムチャッカ半島)に分

布する(Table. 1)｡したがって,大雪山のダケカンバ林は海洋性気候下で発達するカバ

ノキ林帯(Hamet-Ahti and Ahti, 1969)の一員といえるo

2.ハイマツ群落

ハイマツ群落については既にくり返し議論しているので(沖津, 1984,1985,1987b),こ

こでは概説するに止める｡ハイマツ群落が優占する植生帯は,極東ロシア北部の水平分布

では顕著には現れない｡したがって,大雪山のハイマツ群落と対応する植物群落を検討す

る場合ハイマツ群落を恒常的に含み,なおかつ植生帯を構成している植物群落を探す必要

がある｡そうした植物群落としては東シベリアに広がるグイマツーハイマツ林が該当する｡

ハイマツ帯の成立機構を考慮すると,大雪山のハイマツ群落は,グイマツーハイマツ林か

ら,高木性のグイマツが非気温的条件,すなわち冬季の強風や多雪,あるいは岩塊斜面の

存在で欠如した植物群落と見なせる｡

グイマツーハイマツ林はnortbern borealサブゾーンに現れるが,そのなかで大陸度が強

いC3セクター(レナ川流域), c2セクター(コリマ川流域)には分布しない(Table. 1)0

それよりも大陸度が弱いClセクター(コリマ丘陵), ocセクター(コリヤーク丘陵)に

なって出現する｡ハイマツそのものは,さらに海洋度の強い01, 02セクターでも優占群

落の一部を構成する(Table. 1)｡大雪山のハイマツ群落を気候的に位置づけると,ユーラ

シア大陸北東部のⅢorthern borealサブゾーンに相当し,その中でも海洋度が高い領域の植

物群落に位置づけられる｡

3.風衝矯性低木群落

風衝壊性低木群落に対応する植物群落としては, nortbernborealサブゾーンでは,海洋度

が極めて高い千島列島(o2セクター)にtreeless heatbsが分布している｡大陸度一海洋度

の気候傾度の中で植物群落の分布を考える場合,このt工eelessheathsは無視できない存在で

ある｡大雪山の風衝壊性低木群落と北千島のtreeless heatbsとの関係を検討してみよう

(Table. 3)｡

大雪山では,北部の小泉岳,白雲岳付近から中部の高根ヶ原,さらに南部の化雲岳,ト

ムラウシ岳周辺の風衝壊性低木群落を対象としている(沖津】 1987bの資料に基づく)｡千

島列島の風衝壊性低木群落については,北千島パラムシル島エペコ山(標高1115m)での

調査資料を使用したo エペコ山はパラムシル島セベロクリルスク(標高5m)の西側8km

にそびえる火山で,山麓から山頂まで比較的なだらかな斜面が続く｡風衝矯性低木群落は

山麓部標高20m付近から斜面中部標高550m付近までに広く分布し,エペコ山での最も代表

的な植物群落である｡標高550m以上は植被がまばらになり,標高800m以上になると,チ

シマクモマグサSaxl'hagameLkllなどがわずかに散在するだけで,植物は殆どみられないo

パラムシル島にはタケカンパは全く分布せず,大型木本群落としてはハイマツおよびミヤ
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マハンノキ低木林が標

高450m付近にまで分布

するのみである｡セベロ

クリルスクに面した東

斜面の標高20-500mに

おいて,風衝壊性低木群

落を対象として54カ所

で組成調査を行った(沖

津, 1998,1999)0

出現頻度に基づく優

占種の比較では,大雪山

で出現頻度40%をこえ

る種はイワウメDIapen-

sl-a ovobata,ウラシマツ

ツジ,ミネズオウLol'se-

1eurl'a
procumbens,ガン

コウラン,コメバツガザ

クラ Arcten'ca nana,ク

ロマメノキvaccl'nl'um ul-

1il'nosum,コケモモ,キ

バナシヤクナゲの8種

で,いずれも壊性低木種

109

Tables.h三b
sP冒:ce&.
oECbC:tr.e,nCpearZニ慧?r;EleaCnlde;Onf.,tthhee,:iadu,lFl…ぎo字書d.s

tda:dWsf

?Sol;e=i.;i;ieeaZ垂･ouNCnT:Pau:rsb:e!g::eetdus::dorasef.a;.h:fa:ms:oi;o=%tgtsib:?eu9k:o1'1(,9258on273,f$04m;Pner=liS=0:;
Species Mt. Ebeko Mt. Taisetsu

Empetnlm nlgTZlm

Lolseleuna pv10Cumbens

Arctez･Ica nana

CalamagTOStlS PulPWaSCenS

Cassl'ope lycopodl'01-des

OxytTOPIS reVOluta

AgTOStl's Haccl'da

Chl'dl'um ajanenSe

Sall'x azctl'ca

89

83

81

80

61

48

43

41

41

Rhododendron CamtSChatl'cum 37

CblleX koz3glnenSlls

Rhododendron aureum

GeLm Calthl'foll'um

Vaccl'nl'um
ulliIDOSum

Soll'dago decLLrTenS

Spl'1ua betullfoll'a

l%yllodoce aleutl'ca

Deschampsl'a Hexuosa

Penstemon血tescens

Geum pentapetalum

37

35

35

28

26

19

19

17

ll

ill

**

4
6
2
2
8
*
l
2
2
0
1
2
2
1
4
0
o
4
2
o
1

6
0
6
8
0

4

4

4

1

1

1

* : Absent from Mt. Taisetsu

* * : Absent from the wind exposed dwarf shrubs of Mt, Taisetsu,

although the species itself occurs on Mt. Taisetsu.

である(沖津, 1987b)0

これらが大雪山の風衝壌性低木群落の主体をなす｡大雪山で出現頻度が高い植物について

北千島での出現頻度をみると,北千島でも出現頻度が高い種が多い｡ミネズオウ,ガンコ

ウラン,キバナシヤクナゲ,チシマニンジンCnl'dl'umajanense,コメバツガザクラ,エゾツ

ツジRhododendTOn CamtSChatl'cumなどである.北千島で出現頻度が高い種(ガンコウラン,

ミネズオウ,コメバツガザクラ,ミヤマノガリヤスCalamagTOStl'spuq)uraSCenSなど)につ

いても,大雪山での方が出現頻度が同時に高い｡

大雪山の風衝壊性低木群落と北千島のtreelessheathsとは,壊性低木主体という相観のみ

ならず,構成する植物の組成そのものについても共通性が極めて高いことがわかる｡大雪

山の風衝矯性低木群落は, northernborealサブゾーンのなかで,海洋度が極めて強い領域に

発達するtreeless heathsに相当する.このことは,大雪山の風衝填性低木群落がnorthern

borealサブゾーンに位置し,そのなかで海洋度が強い領域の植物群落であることを示して

いる｡

高山ツンドラ植生との関連をみると,カムチャツカ半島中部ダリナヤープロスカヤ山の

高山ツンドラ植生構成種117種の地理分布を検討した結果(沖津, 1996),千島列島とは43

種,大雪山とは35種しか共通種がない｡ダリナヤープロスカヤ山の高山ツンドラ植生は

Bctula
exl'11'sやsbll-xsphenophyllaの極地性の倭性カバノキ,ヤナギ類やカラフトゲンゲ

Hedysa[um hedysa[o1'des, OxtTOPIs erecta,ムカゴトラノオpolygonum vl'vlj)ammなどの北極
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ツンドラを構成する草本植物が主で(沖津, 1996),水平的位置づけからみるとnorthern

b｡realサブゾーンよりさらに北のsubarctic tundraサブゾーン(Aleksandrova, 1980)の植物

群落である｡このことからも,大雪山の風衝矯性低木群落がsubarctic tundraサブゾーンの

ものではなく, northernborealサブゾーンのなかで海洋度が強い領域のものであることがわ
かる｡

大雪山上部の植物群落の植生地理学的位置づけ

ユーラシア大陸北東部の気候地域区分を踏まえたうえで大雪山上部の植物群落を植生地

理学的に位置づけると,全体としてはnorthernborealサブゾーンに属し,そのなかで,極

端な大陸気候ではなく,より海洋度が高い領域の植物群落に対応しているといえる｡北方

のsubarctic tundraサブゾーンの植物群落ではない｡ Hamet-Ahti et al. (1974)はユーラシア

大陸北東部を生態区分し,北海道の山岳上部に分布するダケカンバ林はmiddle boreal

subzoneの植生,ハイマツ群落はおおむねnorthernboreal subzoneの植生と位置づけている｡

この結論は本報のものとよく一致する｡

N｡rthern b｡realサブゾーンのなかでは,さらに,大陸度一海洋度の違いに対応してそれ

ぞれの群落が位置づけられる｡すなわち,ダケカンバ林は01セクター,ハイマツ群落は

clおよびocセクター,風衝壊性低木群落は02セクターの植物群落である｡

結論として,大雪山上部に分布する植物群落の植生地理学的位置づけは王1) 3タイプ

ともに潜在的なダケカンバ林帯内部にあって,共存していること, 2)見かけ上の垂直的

配列であるダケカンバ林-ハイマツ群落一風衝壊性低木群落の分布は,大陸度一海洋度で

みると01- Cl･OC-02に対応し,それぞれの配列順が整合的ではないこと,が大きな

特徴である｡

大雪山上部に限ってみれば,ユーラシア大陸北東部の水平分布で, Clセクターからo2

セクターに至るスケールでの大陸度一海洋度の気候的な違いは実際には存在しない｡大雪

山上部の気候環境はこのスケールと比べるとより均一である｡したがって,大雪山上部の

植物群落の分布は大陸度一海洋度の違いをもたらす夏の気温に支配されているのではな

い｡大雪山では冬季の強風と多雪が,高木を排除するとともにダケカンバ林,ハイマツ群

港,風衝壊性低木群落,雪田植物群落の分布を支配し,山岳上部の植生景観を作りだして

いる(沖津, 1987a, 1987b)｡その結果,水平分布では大陸側と海洋側のセクターに分かれ

ているカラマツ類-ハイマツ林(Cl, OC)とダケカンバ林(o1),およびtreelessheaths

(o2)が,地形分布での棲み分けなどを通じて共存しているのであろう｡したがって,こ

の3タイプの配列順は必ずしも水平分布と配列順と整合的とは限らなくなる｡

摘 要

1.大雪山上部の植物群落を対象として,極東ロシア北部の植物群落との植生地理学的

な関係を検討した｡

2.大雪山上部には3タイプの主要な植物群落が認められた｡ダケカンバ林,ハイマツ
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群落,風衝矯性低木群落である｡これらは,見かけ上はこの順番に垂直下方から上方-分

布している｡しかし,実際にはすべて潜在的なダケカンバ林市内にあり,その中で混生し

ている｡

3.極東ロシア北部の水平分布と照らし合わせると,これら3タイプの群落はnorthern

borealサブゾーン(Tuhkanen, 1984)のものと最も関連が深い｡ Northernborealサブゾーン

の中には内陸域から沿岸域にかけて大陸度一海洋度の著しい気候傾度(cl, OC, 01, 02

セクター, Tuhkanen, 1984)があり,大雪山上部の植物群落についてもそうした気候傾度

の中での植生地理学的位置づけを考える必要がある｡

4.水平分布での対応植物群落は,ダケカンバ林は01セクターのカムチャツカ半島に分

布するもの,ハイマツ群落は 大陸内部からやや沿岸よりのCl, OCセクターに分布する

グイマツーハイマツ林,風衝壊性低木群落は02セクターの千島列島に分布するtreeless

heathsにそれぞれ対応する｡しかし,大雪山上部の中では,こうしたスケールでの大陸度

一海洋度の気候的違いは実際には存在しない｡
5.大雪山上部の植物群落は,全体としては,すべてほぼ同一のnorthernborealサブゾー

ンに属し,そのなかで,極端な大陸気候ではなく,より海洋度が高い領域に広がっている

といえる｡北方のsubarctictundraサブゾーン(Aleksandrova, 1980)の植物群落ではない｡

6.大雪山上部に分布する植物群落の植生地理学的位置づけは, 1) 3タイプともに潜

在的なダケカンバ林帯内部にあって,そのなかに共存していること, 2)見かけ上の垂直

的配列であるダケカンバ林-ハイマツ群落一風衝壊性低木群落の分布は,大陸度一海洋度

でみるとo1- Cl･OC-02に対応し,それぞれの配列順が整合的ではないこと,が大き

な特徴である｡

7.このような植生地理学的位置づけの特徴は,大雪山での冬季の強風と多雪が,高木

を排除するとともにダケカンバ林,ハイマツ群落,風衝矯性低木群落,雪田植物群落の分

布を支配して作りだしたものである｡
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